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外側を除き、B 群の方が低かった。ｂ、ａの結果から A 氏に B 群
の方法を適用。A 氏の足背に合わせてエアクッションを作成、足
背部分に使用。術中、１時間毎にエアクッションのカット面を入れ
替え、足の皮膚を観察した結果、開始 3 時間 30 分後足背部に発赤
発生したが、術後１日目には消失した。
【考察】今回、DVT 予防機器のパットの徐圧として田中建彦氏 ( 前
橋外科医院 ) が推奨するエアクッションを使用。安価で入手しやす
い。健常人での結果から、徐圧にはパットが当たる部分全体より足
背部にのみエアクッションを使用する方がよい。一例ではあるが、
6 時間の手術において褥瘡は発生しなかった。１時間毎のパット除
去と観察による効果もあると考え、今後の検討を要する。
